
- 1 -

１６日（月）に第３回ＩＢ（アイディアバトル）集会を行いました。第１回と第２回は
学年ごとで１学期に行い、今回は全校での開催でした。今回の話合いテーマは、

でした。大多数の生徒が高校卒業までを大館で過ごします。現在の自分たちはもちろんの
こと、未来の中学生まで思いを馳せて「ふるさと大館への地域貢献活動」について考えよ
うとしている一中生に、大館愛を感じます。
会は、生徒会長菅原実千花さんの市子どもサミットで決まった取組の説明から始まり、

その後全校生徒での話合いに入りました。生徒総会のようにマイクを中央に一つ固定した
ことで、そこに多くの生徒が集まり、限られた時間の中でたくさんの意見が出されました。
学校運営協議会委員の方々も話されていましたが、大勢の前でも堂々と意見を述べる姿が
大変立派でした。ただ、これもまた委員が話されていたことですが、「理由や具体例を交
える」ことで質の高い、深い発言や話合いになるのではないかと感じました。
これからも磨き高め合いながら、よりよい一中を生徒、教職員で共に創っていきたいと

思います。
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○活力のある一中生
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大館のために
「あなたには何ができる？」

「考え続けて、実行していこう！」

With
One
Heart
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１３日（金）に学校保健委員会が本校会議室で行われました。学校医の丹代諭先生、学
校歯科医の伊東慶介先生、学校薬剤師の山方俊介先生、スクールカウンセラーの石塚章先
生をお招きし、ＰＴＡ会長藤原様、ＰＴＡ副会長江帾様、体育厚生部長川口様をはじめ部
員の保護者様、本校職員と総勢２１名が参加しました。
最初に本校の養護教諭小林先生が市内全小・中学生を対象に令和元年から隔年で実施し

ている「生活習慣とメディアに関する実態調査」の結果について報告しました。次に、石
塚章先生からストレスやレジリエンス等について講話をいただき、最後は質疑応答を行い
ました。子どものメディア使用については、多くの保護者が悩みやもどかしさを抱えてい
るのではないかと想像します。丹代先生が話されていたように、「その環境をなくす」こ
とが最も効果ある方法だと思います。分かってはいるのだけど…の悩みなのですけどね。

～養護教諭小林先生の報告、石塚章先生の講話から一部抜粋～



- 4 -

子どもたちだけでメディアやストレス等
の課題に立ち向かっていくことは無理だと
思います。家庭と学校が両輪となり、なぜ
そうすることがよいのか理由を伝えながら
子どもたちの実践に結び付けていくことが
必要なのだと思います。
これからも、子どもたちのためにどうぞ

よろしくお願いします。

☆市スポーツ賞
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選手＝松田実樹、松田榎玲、角田歩夢、野呂咲月、木村麗名）


